
「
建
築
の
仕
事
に
就
き
た

い
け
れ
ど
、
何
を
ど
う
学
べ

ば
良
い
の
か
」
、
「
大
学
の

建
築
学
科
は
設
計
中
心
。
木

造
の
こ
と
は
少
し
し
か
学
べ

な
い
」
。
若
い
世
代
の
建
築

へ
の
関
心
は
高
く
、
本
校
に

は
様
々
な
方
が
訪
れ
ま
す
。

そ
の
方
々
に
私
た
ち
は
、

「
森
林
大
国
の
日
本
に
お
け

る
建
築
の
核
心
は
木
造
に
あ

る
」
「
自
然
と
人
に
や
さ
し

い
家
づ
く
り
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
中
で
、
建
築
カ
レ
ッ
ジ

で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
光

る
」
と
、
胸
を
張
っ
て
答
え

て
い
ま
す
。

大
学
や
専
門
学
校
で
学
ぶ

基
本
の
教
育
を
揃
え
る
一
方
、

実
習
棟
実
習
や
規
矩
（
き
く
）

術
演
習
な
ど
で
他
の
教
育
機

関
で
は
経
験
で
き
な
い
学
び

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の

特
別
な
教
育
を
共
に
受
け
た

仲
間
が
で
き
る
こ
と
も
大
き

な
魅
力
で
す
。
授
業
は
毎
週

金
曜
・
土
曜
（
年
末
、
年
度

末
除
く
）
、
お
気
軽
に
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

建
築
業
界
の
若
手
技

術
・
技
能
者
不
足
は
き

わ
め
て
深
刻
で
す
。
業

界
を
挙
げ
て
、
建
築
の

仕
事
の
魅
力
と
働
き
が

い
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
５
年
後
、

10
年
後
は
重
大
事
態
に

陥
り
ま
す
。

本
校
で
は
、
建
築
カ

レ
ッ
ジ
を
新
人
採
用
と

そ
の
教
育
に
活
用
す
る

中
小
建
設
事
業
主
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
優
秀
な
人
材
獲

得
を
め
ぐ
っ
て
の
大
手
企
業

と
の
激
し
い
た
た
か
い
に
打

ち
勝
つ
た
め
に
、
本
校
の
教

育
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

す
で
に
中
小
建
設
事
業
主

に
よ
る
活
用
事
例
が
複
数
あ

り
ま
す
。
条
件
が
合
え
ば
厚

生
労
働
省
の
「
人
材
開
発
支

援
助
成
金
」
が
利
用
で
き
ま

す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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未来の建築を担う仲間と一緒に成長しよう！

来たれ！第２４期生(2019年４月入学生)

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
第
24
期
生
（
来
春
４
月
入
学
生
）
募
集
が
い

よ
い
よ
本
格
化
し
ま
す
。
日
本
の
大
工
技
術
を
通
し
て
建
築
の
基
礎
を

学
べ
る
本
校
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
年
間
の
学
び
は
人
生
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
る
で
し
ょ
う
。
積

極
的
に
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。
授
業
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

東
京
都
主
催
「
伝
統
と

革
新

も
の
づ
く
り

匠

の
技
の
祭
典

２
０
１
８
」

が
８
月
８
日
か
ら
３
日
間
、
。

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

開
か
れ
ま
し
た
。
本
校
の

先
生
方
は
大
工
技
術
の
実

演
と
解
説
、
伝
統
建
築
の

上
棟
式
で
参
加
し
ま
し
た
。

熱
心
な
見
学
者
か
ら
様
々

な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
目
立
っ
た
の
は

「
こ
の
よ
う
な
建
築
方
法
、

技
術
は
宮
大
工
の
世
界
し

か
残
っ
て
い
な
い
の
で
す

か
？
」
、
「
伝
統
的
な
建

築
を
お
願
い
し
た
く
て
も

誰
に
相
談
し
た
ら
良
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。

ど
ち
ら
も
私
た
ち
の
直

面
す
る
課
題
を
突
く
問
い

か
け
で
す
。
伝
統
の
知
恵

と
技
を
現
代
に
生
か
す
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、

考
え
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

「
匠
の
技
の
祭
典
２
０
１
８
」

伝
統
建
築
の
魅
力
を
発
信

「
若
手
採
用
・
育
成
に
活
用
で
き
る
」

カ
レ
ッ
ジ
事
業
主
会
に
ご
参
加
を

初日の開会式の後に視察に訪れた小池百合子都知事。

片岡茂樹 東京建築カレッジ教務運営委員（写真左）

は日本古来の軸組み構法の魅力と大工技術の値打ちに

ついて説明しました。

親切・丁寧な指導、未経

験者でも大丈夫。真面目

に学べば新しい自分に！



授
業
は
毎
週
金
曜
・

土
曜
日
。
入
学
応
募
予

定
者
以
外
で
も
見
学
は

大
歓
迎
で
す
。
但
し
、

事
前
に
必
ず
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◇

◇

◇

１
年
生
は
、
９
月
８

日
（
土
）
、
江
東
実
習

場
で
行
な
う
「
軸
組
み

実
習
」
が
最
終
回
。
こ

の
日
に
来
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
全
10
回
の
授
業

の
成
果
で
あ
る
４
つ
の

班
の
小
屋
組
み
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
そ
し

て
９
月
29
日
（
土
）
に

は
前
期
の
実
習
棟
（
１

階
が
伝
統
構
法
、
２
階

が
在
来
構
法
）
の
「
解

体
実
習
」
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
こ
ち
ら
も
江
東

実
習
場
で
す
。

◇

◇

◇

２
年
生
は
す
べ
て
池

袋
校
舎
。
８
月
31
日
か

ら
「
建
築
測
量
」
の
実

習
が
始
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
「
伏
図
・
梁
計
算
」

の
授
業
が
９
月
１
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

一
方
、
規
矩
（
き
く
）

術
演
習
は
、
「
風
呂
イ

ス
」
を
終
え
、
９
月
８

日
（
土
）
か
ら
い
よ
い

よ
「
四
方
転
び
」
へ
。

競
技
大
会
の
入
賞
作
品

と
見
比
べ
る
と
、
こ
の

課
題
の
難
し
さ
を
納
得

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

2018年度 第5号 カレッジ通信 2018年（平成30年）9月1日

2

１
年
生
の
授
業
か
ら

２
年
生
の
授
業
か
ら

建
築
士
や
建
築
施
工
管
理
技
士
な
ど

の
国
家
資
格
受
験
で
避
け
て
通
る
こ
と

の
で
き
な
い
「
構
造
力
学
」
。
建
築
カ

レ
ッ
ジ
で
は
、
建
築
に
作
用
す
る
力
を

身
体
で
実
感
す
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。１

年
次
は
、
四
ミ
リ
角
の
ヒ
ノ
キ
の

棒
を
綿
糸
で
接
合
し
集
中
荷
重
へ
の
耐

力
を
確
認
す
る
ト
ラ
ス
模
型
実
験
、
２

年
次
に
は
、
１
枚
だ
け
で
は
弱
い
合
板

を
構
造
的
に
強
め
る
方
法
を
、
理
論
と

実
践
の
双
方
で
学
ん
で
い
き
ま
す
。
並

行
し
て
、
構
造
と
美
の
関
係
を
学
ぶ
双

曲
面
デ
ザ
イ
ン
の
作
品
づ
く
り
も
。

カ
レ
ッ
ジ
生
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出

す
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

建
築
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
鉄
筋
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木

材
と
い
っ
た
様
々
な
建
築
材
料
の
物
性

を
実
験
で
確
認
す
る
授
業
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

最
初
は
試
供
体
の
寸
法
を
ノ
ギ
ス
を

使
っ
て
測
る
と
こ
ろ
か
ら
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
調
合
設
計
を
学
ん
だ
後
に
、
実
際

に
製
作
さ
せ
ま
す
。
圧
縮
と
引
張
り
の

実
験
デ
ー
タ
を
正
確
に
記
録
し
、
一
つ

ひ
と
つ
の
実
験
に
つ
い
て
「
考
察
」
も

入
れ
た
レ
ポ
ー
ト
を
期
日
ま
で
に
ま
と

め
さ
せ
ま
す
。

（
写
真
は
８
月
17
日
の
授
業
）

「
材
料
実
験
」

「
構
造
力
学
演
習
」

遊
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
た
ち
で
施
工
し
た
構
造
材
の
強
度
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
（
８
月
24
日
）

建築カレッジには教養科目もあ

ります。そのうち１年生向けの

「建築文化論」では毎年８月に、

戦争と平和をテーマに特別授業を

実施しています。

このテーマは直接的には建築と

は関係がないように思われるかも

しれませんが、①誰もが幸せに暮

らせる、快適な住まいを実現する

のが建築であり、それを不可能に

するのが戦争！②過去の戦争で先

輩たちは建築のプロとして戦争に

協力した（させられた）。もう二

度と同じ誤りは繰り返さない決意

をかためよう！－－こうした狙い

から、建築職人の大先輩から戦争

体験をお聞きする授業を行ってき

ました。

◇ ◇ ◇

今年は「現代の戦争のリアルを

学ぼう」という表題で、パレスチ

ナ・ガザ地区など中東を中心に戦

場取材を続けるジャーナリスト、

志葉玲さん（写真）をお招きし、

大国の思惑のしわ寄せを受け、戦

争の危険に日々苦しむ人々のこと、

日本の進むべき道はどこにあるか、

などを学びました。

授
業
見
学
９
月
の
見
ど
こ
ろ

戦場ジャーナリストが語る現代の戦争

海
外
現
地
取
材
に
よ
る
写
真
や
動
画
を
多

数
紹
介
し
な
が
ら
、
人
々
の
暮
ら
し
を
戦
争

が
ど
の
よ
う
に
ゆ
が
め
て
い
る
の
か
、
日
本

の
加
担
状
況
は
ど
う
か
。
志
葉
さ
ん
は
熱
く

語
り
ま
し
た
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
語
り
口
の
た

め
、
「
北
朝
鮮
や
中
国
を
ど
う
み
る
か
」
な

ど
、
質
問
も
相
次
ぎ
、
双
方
向
型
の
活
気
あ

る
授
業
に
な
り
ま
し
た
。
（
８
月
10
日
）


